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調査実施概要

23年11月から24年3月にかけて、24社を対象にファイナンス組織における人材マネジメントの
実態調査を実施した

回答企業の所属業界 回答企業の売上高

商社・運輸

コンシューマー

テクノロジー・

メディア・通信

エネルギー・

資源・生産財

金融・不動産
ライフサイエンス・ヘルスケア

2兆-3兆円

5000億円未満
5兆円以上

5000億-1兆円

3兆-5兆円

1兆-2兆円

➢昨今、ファイナンス組織の役割の多様化に応じて、求められるファイナンス人材要件も変化している

➢特にビジネスパートナーへのシフトやDX等、変革に合わせた人材マネジメントのあり方の見直しが必要である

➢一方で、ファイナンス組織内の検討リソース/ノウハウ不足により、対応に苦慮している企業も多いと想定される

背景

目的 ➢ ファイナンス組織における人材マネジメントの取り組み状況や、スキルレベルの実態を明らかにすること

時期・対象
➢ 2023年11月-2024年3月

➢対象社数：24社

➢各社のファイナンス部門の課題・取り組み状況

➢実務担当者のスキル別習熟度（スキル別定義×4段階の習熟レベル）
調査内容
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ファイナンス人材の習熟度ヒアリング対象スキル

本調査ではファイナンス人材が持つべきスキルのうち、デジタルスキル、コンセプチュアルスキル、
ヒューマンスキルの3領域の習熟度について実務担当職の平均値を調査した

応用力

ロジカルシンキング

多面的視野

洞察力

先見性・構想力

ドキュメンテーション力

課題発見力

仮説思考力

データ定義力

システム運用・

設計力

ツール選定力

導入マネジメント力

データ精査力

デジタル構想力

データルール形成力

データ設計・

管理力

データモデリング力

データ理解・

検証力

データ可視化力

メンバ育成力

プレゼン力・交渉力

牽引力・

リーダーシップ

リレーションシップ

マネジメント力

「ビジネスパートナー」としてビジネスインサイトの

分析・提供、専門サービスの提供にあたって

必要性が高まってきている、デジタルスキル・

コンセプチュアルスキル・ヒューマンスキルの3スキル
に対し、実務レベルの担当者の

ボリュームゾーンの習熟度をLv1-4で
回答を得た

ヒューマン

スキル

ファイナンス

コアスキル*1

デジタル

スキル

ビジネス

ナレッジ*2

コンセプチュアル

スキル

5 ファイナンス人材に関するインタビュー調査結果

*1 ファイナンス組織における根幹スキルであり、
従来より、組織全体として一定レベルの

習熟度であると想定されるため、本調査では

対象外

*2 会社間の比較が難しいため本調査では
対象外
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ファイナンス組織・人材の

置かれている環境と課題

6 ファイナンス人材に関するインタビュー調査結果
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人材マネジメントサイクルにおける課題

ファイナンス人材に関する課題は、①人材戦略、②採用、③配置、④育成の4つのプロセス
に大別され、各ステップにおいて課題が見受けられた

人材マネジメントサイクルの循環

配置

育成

人材戦略

採用

個人評価・

棚卸

1

2

3

4

ファイナンス人材に関するインタビュー調査結果

組織のありたい姿が不明確

モデルキャリアパスの不足

人材情報の

ブラックボックス化

採用率の低さ

定着率の低さ
個人の希望と

配置のギャップ

事業部門との

人材交流が限定的

縦割り組織

育成プログラムの不足

特定スキルの不足

主要課題【凡例】：

業務・システムの整備

会社や事業所ごとの

独自ルール/プロセス
不完全なPMI

自動化・効率化が途上
(Excel中心・マスタ未整備等)
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人材マネジメントサイクルにおける取り組み

人材マネジメントサイクルの好循環を生むためには、「①人材戦略」における取組を起点に、

各プロセスで施策を実行することが求められる

人材マネジメントサイクルの循環

配置

育成

人材戦略

採用

個人評価・

棚卸

1

2

3

4

ファイナンス人材に関するインタビュー調査結果

ファイナンス組織の
ありたい姿・人材戦略立案

人材別のモデル像を定義

人材情報のデータベース化

専門職採用の強化

ジョブディスクリプションの
明確化

定期個人面談による

個人の希望の把握

事業部門↔ファイナンス部門

間の人材交流促進

異動目的の明確化

モデルキャリアパスごとの
推奨講座一覧の提供

組織内での

相互勉強会の開催

主要施策【凡例】：

外部プログラム参加の促進

業務・システムの整備

システム・ツール導入に伴う

業務効率化・自動化

グループ内・会社内での

業務プロセス標準化

規程類の統一・

基準見直し
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ファイナンス人材の

スキル別習熟度の分析

【分析対象スキル】

• デジタルスキル

• コンセプチュアルスキル

• ヒューマンスキル

9 ファイナンス人材に関するインタビュー調査結果
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デジタルスキルの習熟度(実務担当職相当)と課題

担当職相当におけるデジタルスキルの習熟度としては、一部の人材が有する高いスキルを
組織全体に定着させることや先端技術の理解・活用が主な課題としてあげられた

2.0 
1.8 

1.9 

2.0 

2.0 
2.0 

2.4 

1.7 

1.9 

2.0 

1.9 

0

1

2

3

4
デジタル構想力

ツール選定力

導入マネジメント力

システム運用/設計力

データ定義力

データ精査力データ可視化力

データモデリング力

データ理解・検証力

データ設計・管理力

データルール形成力

• システム/ツール導入に関与したこと

があるか否かにより個人差が大きい、

また一度関与した人材が有識者と

して繰り返しアサインされる傾向で、

全体のスキルアップはできていない

• 事業の数や複雑性が増して

いる中で、現状のシステム/

データ構造を把握できている

人材が少ない

• 先端ツールを導入しても

一部の人材の活用に留まり、

組織として使いこなせてない

• Excelの柔軟性を重宝する
傾向にあり、AIや先端ツール
等の活用に積極的でない

• IT組織や外部ベンダーからの
提案に応じるのみで、主体

的にマネジメントできる人材

が少ない

デジタル企画・実装力

データ収集・精査力

データ分析力

データガバナンス力

出典:ファイナンス人材に関するインタビュー調査(デロイト トーマツ コンサルティング合同会社、23年11月-24年3月、N＝24)

実務レベルの担当者のボリュームゾーンの習熟度を

Lv1-4で回答した結果の平均値
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コンセプチュアルスキルの習熟度(実務担当職相当)と課題

担当職相当におけるコンセプチュアルスキルの習熟度としては、総じて同組織内でも個人差
が多いという回答が多く、組織全体の底上げという課題を抱えている企業も目立った

1.8 
2.1 

2.1 

2.1 
2.0 

2.0 

2.2 

1.7 

0
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4
多面的視野

洞察力

ロジカルシンキング

応用力

課題発見力

仮説思考力

ドキュメンテーション力

先見性・構想力

• 指示されたことは一定できるものの、

自ら情報を取りに行き、活用できる

人材は限定的である

• 守備範囲以外の業務を能動的に

実行する意識が弱く、多面的視野

を持てていない

• 特に制度会計を主とした組織のメンバは、定型
的な業務が多く、OJTの中で育成する機会が
限定的であり、個人の能力差が大きい

• 従来の方法やルールに従い忠実に業務遂行を

行うことに長けている一方で、事業環境の変化

に対応できていない人材が多い

• 経験がものをいうスキルである一方で、

特に担当のうちは機会が少ない

出典:ファイナンス人材に関するインタビュー調査(デロイト トーマツ コンサルティング合同会社、23年11月-24年3月、N＝24)

実務レベルの担当者のボリュームゾーンの習熟度を

Lv1-4で回答した結果の平均値
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ヒューマンスキルの習熟度(実務担当職相当)と課題

担当職相当においては、ビジネスナレッジ不足や横連携の希薄さにも起因し、

リレーションシップや交渉力等のスキルが不足している、という企業が多い傾向にあった

1.9 

1.8 

1.9 1.8 

2.0 

0

1

2

3

4

牽引力・

リーダーシップ

リレーションシップ

プレゼン力・交渉力メンバー育成力

マネジメント力

• 個人対個人でのサポートはあるが、組織として

育成のための方法論を確立できていない

• ビジネスナレッジ不足にも起因し、

事業部門と対話するだけの武器を

保持できていない人材が多い

• 1人1人の業務負荷が高まり、リーダーとな
るべき層でも現業が忙しく、チームリードの

経験を積める環境が醸成されていない

• 人手不足により、個人の力に依存する

ケースが多く、チーム全体での業務機会が

減少している

出典:ファイナンス人材に関するインタビュー調査(デロイト トーマツ コンサルティング合同会社、23年11月-24年3月、N＝24)

• 経理内で完結させてしまい、事業部門

とのコミュニケーションが活発でない

実務レベルの担当者のボリュームゾーンの習熟度を

Lv1-4で回答した結果の平均値
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